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発行所 

 北東白石まちづくり協議会 
    地域情報広報委員会 
札幌市白石区北郷３条１２丁目4－1 
          北都地区会館 

ＴＥＬ011－８７５－３０７７ 
ＦＡＸ011－８７５－７９６９ 
 

  【北東白石まちづくり協議会の構成団体】 
 北東白石まちづくり協議会の構成団体＝◆北東白石連合町内会（６単位町内会） ◆北東白石地区民生委員・児童委員協議会 

◆北東白石地区社会福祉協議会（北東白石地区福祉のまち推進センター） ◆北東白石地区青少年育成委員会 ◆北東白石体育

振興会◆北東白石地区交通安全実践会 ◆北東白石地区交通安全母の会 ◆日赤奉仕団北東白石分団◆北東白石地区こども会連

絡協議会(北都なかよし子ども会，東川下子ども会，川北こども会） ◆北都明生会 ◆東川下老人クラブ親和会◆川北老人クラ

ブ長楽会◆川下老人クラブ◆北都商店街振興組合 

 

 

  

 

  

  祝いの歌と三味線の演奏 

 川北町内会が創立５０周年を迎えました。 

記念式典は平成29年10月２２日（日）午後１時

より、多くの来賓や参加者のなか平松副会長の開

式の辞で始まり物故者に黙祷の後、関紘一町内会

長の式辞が述べられました。 

 ４０周年がつい、先の事の様に思われ、月日の

積み上げは重みを増してきます。 

 町内会の役員として１０年以上の方５名に表彰

状が、外郭団体に１０年以上貢献した１０名に感

謝状が贈呈されました。おめでとうございます。 

 たまたまこの日は衆議院選挙の投票日でしたが 

蔀 研治白石区長から祝辞を戴きました。 

 記念式典の後、北東白石地区社会福祉協議会会

長  島田信也さんの祝杯で祝賀会となりました。 

 祝賀会では実行委員会の編集で思い出の風景の

スライドがあり、皆で築き上げてきた町内会。 

 歴史の一片一片が思い出されます。 

 祝舞い、三味線、サックス演奏などのアトラク

ションがあり、５０年のお祝いは和やかに、おい

しいお刺身をいただきながら、会話も弾みます。 

木立副会長の万歳三唱と岩副会長の閉式の言葉で

この会を閉じ、又新しい年へと誓い合いました。 
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 北白石地区センター文化祭が10月28日(土)と

29日(日)の両日、開催されました。第31回を迎

えるこの行事は、地区センターにて活動するサー

クルが日ごろの成果を発表する場として実施して

います。 

初日は作品展示発表会が会場内の各ブースで開

催。ちぎり絵の作品はまるで油絵のようで、着物

の着付は新しい帯の結び方を紹介する実演を行う

など、サークル毎にそれぞれ工夫を凝らした展示

を行っていま

した。 

2日目の目

玉は札幌市消

防音楽隊が演

奏する文化公

演会です。 

素晴らしい

演奏に加え、

北白石少年消

防クラブが救命処置や

ロープワークを披露する

公演でした。 

又この日の10時から

は紙芝居+人形劇の

立体子ども劇場があ

り、親子で楽しんで

いる姿が印象的でし

た。 

午後からはタヒ

チアンダンスや空手

など17サークルが

参加する舞台発表

会。幕間には白石区

長から文化祭への祝

辞をいただき文化祭

は盛況のうちに終わ

りました。 
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  １０月１８日、東川下記念会館において行わ

れました。例年は講演を開くことが多かったので

すが、今年は各小学校の校長先生やＰＴＡの方が

新しく着任されたので、北東白石地区青少年育成

委員会の活動を知って頂こうと思い、写真を使い

ながら活動内容

を紹介いたしま

した。 

 ご来賓の方々

からも「色々な

活動を沢山して

いる事に驚きま

した」との声を

頂きました。 

 後半は各学

校や児童会館

の現状を聞く

事が出来まし

たので、今後

も地域や学校

と協力しなが

ら、子ども達

の健全育成に努めていきます。 

  中学生に学ぶ 中学生の主張より 

 第３１回北白石地区センター文化祭開催 第18回北東白石地区青少年育成懇談会 

 第４８回になる中学生の主張発表会が１０月２

１日（土）区民ホールにおいて、宮城県白石市の

二人の中学生男女が最初の発表を行いました。 

 その後、白石区の選抜メンバーが発表を行った

が、その主張の内容は何れも素晴らしいものだっ

た。「人と人は支え合い」「私たちは一人じゃな

い」と竹森君。「自分は出来るとささやいて、自

分を信じ、信じて努力を継続すれば何事もかな

う」との富田君。見学の体験によって感じた戦争

と平和、平和への願いを感じ主張に取り入れた

り、部活や、友達、家庭などの中で感じたこと、

反省したこと、気づかされたこと、当たり前と

思ってきたが恩を返すこともなかった事、今を、

今この時を大切にして行きたい。など、中学生の

主張が、そんなに、そんなことまで、と聴いてい

る参加者の胸に響くものがありました。 
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 北白石地区センターの「図書室」に 

きてみませんか？ 
蔵書数は36,500冊。そ

のうち児童書・絵本の数は

13,000冊あります。季節

の特集やテーマ展示など、 

楽しんでいただける本をそ

ろえてお待ちしています。 

小さい赤ちゃんに読み聞かせるのにぴったりの絵本も

充実していますよ！ 

札幌にお住まいの方であれば、どなたでも「貸出

券」をつくって本を借りることができます。（初めて

の方は、住所とお名前がわかるものが必要です。） 

お一人でもご家族連れでも是非お立ち寄りください！ 



 「北の郷里」ホームページ URL  http://kitanogouri.com/index.php  北の郷里 検索 

  

 

  沢山集まった≪古着回収≫ 
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 地区社協主催 入浴ツアー 

北の郷里 

 １１月１１日（土）北都地区会館において午前

１０時から「第8回一日地域の茶の間スペシャ

ル」が開催されました。 

 地域の皆さんと秋の一日を楽しく過ごしたい

と、演芸や地域のサークルや児童会館の子ども達

の発表など、盛り沢山のステージがありました。 

 又、カレーライス、いももち、おしるこ、たい

焼きなども食べながら、有意義な一日を楽しみま

した。 

 札幌市環境局が行う古着回収事業へ、ご協力下

さいました皆様、有難うございました。 

 １０月１４日（土）午後３時３０分～４時３０

分までの１時間、北都地区会館の駐車場に於いて

北東白石地域の皆様から不用になった衣類・靴・

かばん・ぬいぐるみの提供を受けとり、待機する

３トントラックの荷台へ次々と積み込まれまし

た。終活で整理して出たものだったり、趣味で集

められたのだろうかと思われる沢山のぬいぐる

み、新品の物も一緒に、不要になった人の手から

必要とされる人の手へ、上手に生かされると想像

すると心が和みます。結果 ８５０㎏、２,１２５

円の収

益金が

連合町

内会の

収入と

なりま

す。 

 10月19日（木）地区社協主催で、地域の単身

者を対象に、今年は秋晴れの良き日にたっぷの湯

にバス２台で行ってきました。 

 入浴でリラックスした後は、みんなでお食事、

その後はビンゴゲームで盛り上がり、カラオケで

楽しい一日を過ごしてきました。「来年も又来て

ネ！」と健康を気ずかいながら解散しました。 

 11月12日（日）川北町内会主催の「防災講習

会」を開催。７０名の参加がありました。 

 関会長からは「異常気象で、いつ災害が起

こってもおかしくないので、常日頃から防災 

減災への関心が大切である」との挨拶があり

ました。 

 講習は「災害時に自分と地域を守るため

に」と題して過去の被害報告や、自分と家族

を守る行動、防災グッズの準備ポイント等を

学び、又、小中学校の避難所玄関の「暗証番

号キーボックスの取り扱い」、札幌市の防災

アプリ」についての説明がありました。 

 結果として、災害の際の対策は、第一は

「命を守る」こと、第二は「生活を守る」こ

と を 考 え

て、普 段 か

ら備えてお

く必要性を

強く感じま

した。 
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 一日「地域の茶の間」スペシャル  川北町内会で「防災講習会」を開催 

 地区社協主催 入浴ツアー 

  フラの皆さん    児童会館の子ども達 

 カレーやおしるこを食べながら会場は満員。 

 バルンアートのお姉さんよりプレゼント 
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       行 事 予 定 案 内 

地区社協主催・市民講座 開催 

 ・・・ ちょっといい話 ・・・ 

     －－－ 編集後記 －－－ 

◆今年も本格的な冬シーズンの到来となり初雪も昨

年に比べ３日早く、平年に比べても５日早い１０月

２３日に観測されました。１１月１８日夜からの降

雪は根雪となる可能性も、昨年より３週間も早くタ

イヤ交換も済ます始末◆雪と言えばパートナーシッ

プ排雪のキロ当たり単価が今年もアップになりそう 

これ以上になると町内会の財政も大変になるので連

合町内会では札幌市に排雪経費抑制の要望書を提出

致しました◆７５号の１面掲載記事に関し、ご批判

の意見がまちセンに有ったこと所長から伺いまし

た。私共、全員が参加しておりました感想として、

我が連町の訓練で培って来てる域で、結果、参加者

はそれぞれの部門で体験はしたものの全体の達成感

が無く解散の運びが残念であった事を伝えたかった

のですが、御不快に思われた方にはごめんなさい。

◆ＩＴお助け人材募集！パソコン、スマホなどで、

ホームページや、ツイッター、フェイスブック、ラ

イン、ＳＮＳなど使いこなしている方、どんな使い

方をしているか、どんなｺﾐﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙをこなしている

のか、お知恵拝借、広報委員会までご一報を。◆今

号で今年も終わりです。一年間ご愛読有難うござい

ました。皆さん、どうぞ良いお年をお迎え下さい。 

社会福祉功労者、厚生労働大臣表彰 
 民生委員優良活動団体として、白石区北東白

石民生委員児童委員協議会が表彰を受けます。 

 優良青少年として 伊藤 汐里さん（東

川下子ども会）が受賞。札幌市育成大会で、

伊藤さんが受賞しました。 

 白石区青少年育成委員会主催の白石区感

心な青少年表彰で団体の部 

 北都中学校生徒会が表彰される。 

 北都中学校スポーツ部門で活躍す。 

剣道部男子団体戦で全道優勝。佐賀県で行われ

た全国大会に出場しました。 

 10月6日（金）13：30より北都地区会館に

おいて「医療費・在宅医療について」をテーマ

に、北海道がんセンターから講師を迎え、医療

費の仕組、保険制度などを学びました。人生の

最終段階に

ついて日頃

より家族と

話し合う事

が大事だと

感じる講座

でした。 

 昨年の11月

新庁舎ができ、

白石区郷土館も

1階にオープン

し、一周年を記

念し、ふるさと

会と白石区では

１１月19日

に、区民ホール

において、「なんでも鑑定団」のテレビ収録が

行われました。放送は２月20日の予定です。 

出張！なんでも鑑定団 in札幌・白石 
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東川下 元気で長生き健康フェスタ開催 

 11月16日10：00～

東川下記念会館において 

健康フェスタが開催され 

参加者は各々血圧や血管

年齢、脳年齢、骨密度な

ど普段測定していない自

分の数値に注目しており

ました。開催にあたり関

係機関の皆様のご協力有

難うございました。 


